
第２期 北海道創生総合戦略に関する論点・ポイント 資料５－１

大項目 中項目 論点・ポイント 対応方向（事務局の考え）

総合戦略の
基 本 的 な
考 え 方

めざす姿等
（資料５－２）

○ 「めざす姿」、「取組の基本方向」、「戦略推進
の基本方針」は、見直しが必要か。また、見直す場
合は、どのような点を考慮すべきか。

○ 「戦略推進の基本方針」のとおり戦略が推進され
ているか。

○ これまでの内容を基本とした上で、道の総合計画や国の総合戦
略の内容、現状や課題、経済社会情勢の変化を踏まえた見直しが
必要。 ※具体的な内容は、次年度の策定作業の中で検討

○ 「戦略推進の基本方針」に基づき、戦略が推進されているが、
「施策の重点化」などについて、一層の取り組みが必要。

枠 組 み
（資料５－２）

○ 「重点戦略プロジェクト」、「基本戦略」、「地
域戦略」の３つの戦略による構成について、見直し
が必要か。

○ これまで同様、重点的に展開する「重点戦略プロジェクト」、
総合的な対応を図る「基本戦略」、振興局が中心となって推進す
る「地域戦略」の枠組みを基本に検討。

推 進 期 間
（資料５－２）

○ 推進の期間は何年が適当か。
・道総合計画：Ｒ６年度から概ね10年間 ※素案時点
・国総合戦略：Ｒ５年度からＲ９年度（５年間）

○ 人口の長期的な展望に立ち、短中期的見地から施策を計画的に
推進する観点から、これまでと同様、「５年間」を基本に検討。

総合戦略の
施 策 の
推 進 状 況

重 点 戦 略
プロジェクト
（資料５－３）
（資料５－７）

○ 取組内容は適切か、数値目標・ＫＰＩの進捗は順
調か。

○ 現状や課題の分析、今後の対応方向は適切か。
○ 数値目標及びＫＰＩは、進捗率が80％以上のものが約７割と
なっており、概ね順調に推移。

○ 一方で、婚姻数の減少や出産数の減少に加え、若年層や女性の
道外転出や、人口の地域偏在が生じており、様々な地域や産業に
おける人手不足などが課題。

○ 次期戦略においては、
・ エビデンスに基づく効果的な対策
・ 時間軸（短期的な視点・中長期的な視点）の意識
・ 施策の一層の重点化（選択と集中）
・ 新たな視点に基づく施策 の検討が必要。

○ 数値目標・ＫＰＩについては、重要度に大きな差がでないよう、
一定のルールを設けた上で、厳選し、課題の解決や目標の実現に
向け、道民に分かりやすく客観的な指標を設定することを検討。

基 本 戦 略
（資料５－４）
（資料５－７）

市町村戦略
支 援
（資料５－５）

札幌市との
連 携
（資料５－６）

数 値 目 標
Ｋ Ｐ Ｉ
（資料５－７）

○ 内容や目標設定、本数等については適切か。
○ どのような数値目標や対応方向が考えられるか。

重点課題を抽出

重点的に取り組む必要がある施策の検討

（優先度、緊急度を勘案）


